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令和元年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業（プロフェッショナル型）
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熊本県教育委員会【熊本県立天草拓心高等学校】

課題研究型学習

職業観の育成

○教育委員 ○評価専門家
○女性起業家 ○農業専門科等

○カリキュラム開発等専門家
○地域協働学習実施支援員

研究連携組織 運営指導委員会

連携・協働

連携

指導・助言・評価

○熊本大学
○熊本県立大学
○熊本県立農業大学校
○（株）デンソー
○天草広域本部
○熊本県教育委員会

○イオン天草
○岡村農園
○光延農園
○地元JA
○天草市役所
○（株）デンソー
○熊本県立農業大学校
○天草ケーブルテレビ
○天草広域本部
○熊本県教育委員会

コンソーシアム委員

マザー・サークル
「客観的コンソーシアム」※7名

ローカル・サークル
「実動的コンソーシアム」※１４名

研究開発の背景
○天草地域では、若年層の流出及び高齢者率の増加などから人口減少が進行している。地域産業を変革し、地域創生の要となる将来的な
リーダーが必要であり、Society5.0を生き抜くための資質・能力を備えた人材育成が求められる。

研究担当者

生徒

地域協働推
進企画部

運営委員会

職員会議

外部人材等コーディネート

学習支援

コーディネーター

校内運営組織

支援・評価 学校関係機関

同窓会

学校評議委員会

育友会

支援

令和元年度の目標

育成する資質・能力

知識・技術 思考・判断・表現 主体性

協働性 倫理観

熊本県教育委員会

管理機関運営指導

取組状況

1年次「基礎」
２年次
「定着」

３年次
「応用」

課題

○１年次の重点目標
「地域課題の発見・解決の手法を学ぶ」
主な実施科目：「農業と環境」、「総合実習」

○１年次の重点目標
「情報収集・活用方法を学ぶ。職業倫理の醸成」
主な実施科目：「農業と環境」、「総合実習」

成果

２
つ
の
研
究
軸

○課題研究型学習：プロジェクト学習の手法を
用いて年間を通じて実施
○外部人材との協働学習：年間２２回
○主体的な学習環境の整備：天拓Ｌａｂの設置
○情報収集・活用に関する研修等：年間６回
○地域理解に関する研修等：年間４回
○課題発見に関する研修等：年間４回
○ＧＡＰに関する研修：年間２回
○ＨＡＣＣＰに関する研修：年間１回
○各種講演会・交流会等：年間２０回
○先進地視察研修：年間３回
○研究発表の機会：年間２回
○ＳＢＰ活動：年間を通じて実施
○コンソーシアム会議等：ローカル・サークル３
回（内１回は合同）、マザー・サークル２回（内１
回は合同）
○運営指導委員会：年間２回

○年間を通して外部人材
との協働学習や交流を通
じて、地域の現状や課題
等について理解を深める
ことができた生徒の割合
は６３％程であった。
○カリキュラム開発の観
点から、課題研究型学習
をテーマとした科目間の
横断的な取組みを実現
することができた。
○ＰＤＣＡサイクルによる
課題解決の手法につい
て理解を深め、地域課題
の解決方法を探求するた
めの主体性と協働性を身
に付けることができた。

○地域内外への情報発
信などのアウトプットの充
実化
○指導する立場である教
職員のスキルアップ
○授業及び研究項目の
目標の具体化・明確化
○教職員の負担感軽減
に繋げる組織の見直し・
改善
○普通教科との横断的な
カリキュラム開発及び教
育課程の見直し
○新たな学習評価システ
ムの具現化による学校教
育の検証・分析


